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この4月から、学生の生活の場が、歯学部本館を中心としたものとなりました。講堂、
実習室あるいはラーニングコモンズといった学びの場も、より一層利用しやすくなりま
した。また、狭いながらも開放感のあるラウンジでは、特に昼時には多くの利用者がい
るようです。新型コロナウイルス感染症の流行によって、日々の生活には様々な制約が
ありました。しかし、コロナ禍以前と同じということは望めないかもしれませんが、少

しずつ日常のキャンパスライフを取り戻しつつあるようです。やはり、多くの人と交わることによって、情報
を交換し合うことは大切であり、そのことが日々の悩みなどを解決することにもつながります。また、課外活
動も、条件付きではあるものの再開されました。歯学体も、2年ぶりに開催が予定されており、多くの学生も
楽しみにしているものと思われます。学修とともに課外活動を充実させるためにも、日頃から時間を大切に使
うことを心がけてください。
一方、新しいキャンパスではありますが、アメニティーや設備の充実を望む声もあろうかと思います。これ
に関しては、学生のキャンパスライフの充実という観点からもしっかりと対応したいと考えています。よりよ
い環境を、学生とともに教職員で構築できればと考えております。� （教授　歯科保存学第Ⅰ講座）

新しい日常とキャンパスライフ 学生担当　宮崎　真至
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令和4年度歯学部開講式は、4月2日（土）本館大
講堂（創設百周年記念講堂）において、新入生128
名を迎えて挙行されました。
本田和也歯学部長からの式辞があり、新入生を代
表して伊藤開さんが「誓いの詞」を述べました。

2017年から、歯学部国家試験合格支援活動小委
員会では同窓会のサポートを得て、既卒生に対する
支援活動を行っています。3月の国家試験解説動画
の配信を皮切りに、7月には臨床研修歯科医のマッ
チング支援、8月には模試（歯科学統合試験Ⅵb）の
実施、10月から12月にかけて学内外講師による国
家試験特別講義および特別実習を行っています。そ
の他、質問事項への対応や国家試験願書作成のアシ
スト、図書館利用に関する対応や年末年始の自習室
の開放などを行い、既卒生がしっかりと勉強できる
環境を整備しています。
年度初めには、希望する支援内容のアンケート調
査を実施し、支援内容のアップデートを図りました。
また、学修および生活状況を把握する目的で担当者
制を実施しており、委員一人が5～ 6名の既卒生を
担当して一人一人に対する個別の対応を行っていま
す。第116回歯科医師国家試験に全員合格できるよ
う、委員一丸となって支援して参ります。

（教授　歯科保存学第Ⅱ講座）

令和4年度大学院歯学研究科開講式は、新入生31
名（うち社会人8名）を迎え、本田和也歯学研究科
長及び鈴木直人研究担当出席のもと、4月7日（木）
本学部4号館大会議室において挙行されました。厳
粛な雰囲気の中、本田和也歯学研究科長からの式
辞、続いて鈴木直人研究担当からの祝辞がありまし
た。新入生を代表して新井聡美さんが「誓いの詞」を
述べ、式終了後には修学及び研究等についてガイダ
ンスが行われました。

歯学部開講式 大学院歯学研究科開講式

【新入生128名の内訳】
男子76名（60％）、女子52名（40％）、現役69名（54％）、
既卒等59名（46％）、一般選抜入学者80名（A方式57名、
N方式第１期５名、同第２期９名、C方式第１期２名、同
第２期７名）、学校推薦型選抜（付属高等学校等）20名、（公
募制）12名、校友子女選抜16名
出身高校数105校 :長野日本大学５名、日本大学櫻丘、日
本大学第二、千葉日本大学第一　各３名、日本大学、日本
大学習志野、土浦日本大学、巣鴨、秀明、四天王寺、女子
聖学院、青山学院高等部、大船、富士、國學院、東京都立
大学等々力　各２名　ほか89校等
出身高校の所在地県別入学者数 :東京35名、神奈川13名、
埼玉、千葉　各10名、長野9名、愛知5名、宮城、福島、
山梨、大阪、岡山　各３名、岩手、山形、茨城、栃木、群馬、
岐阜、静岡、山口、福岡、鹿児島、外国の学校等　各2名、
北海道、秋田、石川、三重、和歌山、愛媛、長崎、宮崎、
沖縄　各1名

既卒生に対する国家試験 
合格支援活動について

卒後教育担当　武市　収
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６月11日（土）に本館大講堂（創設百周年記念講
堂）において、父母を会員とする歯学部後援会総会
が行われました。新型コロナウイルス蔓延の影響を
受け、平成31年度以降３年ぶりに対面での開催と
なりました。
開催に先立ち公務で欠席された本田学部長の代理
として米原学部次長、横江後援会会長より挨拶があ
りました。林学務担当からは、学務関係に関する報
告として、歯科医師国家試験・本年度のコロナ禍に
おける授業実施状況・共用試験について、また、宮
崎学生担当からは、学生生活関連に関する報告とし
て、学生支援・学部行事・課外活動などについての
話がありました。
総会の議事である令和３年度決算及び事業報告、
令和４年度の予算案及び事業計画、役員選出に関す
る件等すべての案件が承認されました。その後行わ
れた学年別懇談会では、学年主任及びクラス担任だ
けでなく、学務委員会の先生方を各学年に配置して、
学生生活や今年度の予定等が報告されました。

「君たちは、歯科医師になる
のです」登院式で病院長が仰っ
た言葉の意味を、考える毎日を
送っています。
令和４年４月１日、百周年記
念講堂。いよいよ臨床実習が始
まるのだという期待や不安の入
り混じった、ほのかに漂う緊張

感の中で登院式は執り行われました。まだ馴染まな
い院内着のアイロンの折り目に背筋を伸ばされなが
ら、歯科医療人を志す者として求められている責任
と覚悟とを改めて痛感した次第です。
入学してから早４年、勉強や実習はもちろん、部
活動や人間関係での云々など様々な出来事を経験し
てきました。そして４年間の学修の集大成である
CBT,�OSCEを突破し、今年度は122名がStudent�
doctorとして臨床実習に臨むこととなりました。
臨床実習では、実際の現場で行われている先生方
の診療を間近で見る機会が与えられています。自身
の知識や技術の向上の場というだけでなく、教科書
と臨床との乖離や、コミュニケーションや信頼関係
の重要さを改めて感じるなど、忙しくも充実した
日々を送っています。また一方で、年々難易度の増
している国家試験に向けても、学生同士励まし合い
ながら乗り越えようとしています。想像していたよ
り遥かに濃く密な時間を過ごし始めたからこそ、式
での言葉の重みを感じずにはいられません。
歯科医師になるとは、どういうことなのでしょう。
国家試験に合格すること、というだけではないので
しょう。このまたとない環境から、臨床技術や臨床
知識を最大限吸収し、将来に活きる力を身につけ、
心身ともに成熟していかねばなりません。学生一人
一人それぞれ異なるであろう答えを、この貴重な１
年を通して見つけたいと思います。歯科医師として
の将来像を思い描きながら、目標に向かい日々努力
研鑽を重ねていく所存です。先生方におかれまして
は、ご指導ご鞭撻の程を何卒よろしくお願いいたし
ます。� （第５学年）

登院式を終えて

　青木　真由

後援会総会
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東京都に3回目のまん延防止等重点措置が発出され
ている中、第115回歯科医師国家試験は1月29、30
日の2日間の日程で実施されました。本年も昨年の緊
急事態宣言下での国家試験にならい、教員やクラブ
活動の後輩等による大勢での激励セレモニーは自粛し、
静かな当日の朝を迎えました。令和3年度の第6学年
の授業はコロナ禍2年目であったことから、感染対策
に細心の注意を払いながら、可能な限り対面で授業を
実施してきました。しかしながら、コロナ禍前と比較す
るとある程度の制限は残りましたので、モチベーション
や集中力の維持などに苦労しながらも、6年生は最後
までよく頑張って学修し受験してくれたと思います。
さて、3月16日に歯科医師国家試験の合格発表
がありました。全国の合格率は61.6％（新卒77.1％、
既卒35.6％）で、昨年より3.0％低下しました。国公
私大別では、国立72.4％、公立76.8％、私立58.0％
であり、本学の合格率は58.7％（新卒69.7％、既卒
40.0％）で新卒では昨年を15.9％上回り、私立歯学部
17校中第11位の結果でした。近年、厚生労働省は
合格率算出の分母となる受験者数以外に、試験に出願
した出願者数も公表しており、受験の出願をしたが実
際には受験しなかった（できなかった）学生数が算出可
能となっております（下図における紫と緑の棒グラフの
差）。出願者数を分母にした場合の新卒合格率は、私
立歯学部の平均は58.4％であり、本学では59.7％で
私立歯学部17校中第8位の結果でした。また、本学

の合格者数は全国歯学部29校中第2位の結果となり
ました（下図における折れ線グラフ）。
近年の歯科医師国家試験は、より本質的な理解を問

う問題、教科横断的な問題などが出題されております。
また、学んだことを臨床的問題解決に役立てる力も問
われております。これらをふまえ、時間的制約の中で
より効率的に知識や応用力を定着させることを意識し、
本年度は様々な改訂を行うことといたしました。まずは
臨床科目の演習を臨床実習アドバンストと並行して行う
ことにいたしました。その上で、学生の理解不十分な
内容を臨床実習担当の全ての先生方に周知し、臨床実
習内にその点を強調していただく事等を行うことにいた
しました。また、演習とその後の復習でまだ抜け落ち
ている知識を早期に気づき、取りこぼしをできるだけな
くす目的で毎週末に振り返り演習を行うことといたしま
した。その他、現第６学年の学生が受験する116回歯
科医師国家試験では出題基準が変更になりますが、新
出題基準に対応した評価方法の策定等、学習指導委員
会を中心にさらなる充実を図っていく予定であります。
学生の皆さんは基本的知識と柔軟な問題解決能力を
確実に修得するため、低学年から努力を怠らないで欲
しいと思います。そのためには、国家試験の勉強は第
6学年から始めるのではなく、知識の集大成であること
を忘れず、目的意識を持った学生生活を過ごすことが
重要となります。� （教授　歯科保存学第Ⅱ講座）

第 115 回歯科医師国家試験合格発表を終えて

学務担当・学習指導委員会委員長　林　誠
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日本大学歯学部付属歯科病院
では、これまで時代のニーズに
即した研修システムを構築し、
様々な研修カリキュラムを実施
してきました。そのため、学内
のみならず、学外の卒業生から
も好評を得ており、毎年多くの

研修希望者によるマッチングを行っております。
研修歯科医は当歯科病院の総合診療科に所属し、
管理型臨床研修施設（日本大学歯学部付属歯科病院）
における研修を基本としながら、100を超える協力
型臨床研修施設において臨床経験豊かな厳選された
指導歯科医のもと、様々な診療に従事することが可
能です。歯科治療における適確な診査・診断が行え、
それに必要とされる技能の習得ができるよう、多彩
なコースを用意しております。
SCOPRコースでは、管理型臨床研修施設と協力
型臨床研修施設で研修を行います。管理型臨床研修
施設では、口腔外科、補綴科あるいは保存科で研修
を行うため、広く一般歯科臨床を学ぶことが可能で
す。CDコースでは、管理型臨床研修施設内の口腔
診断科および総合診療科で12か月間の研修を行い、
指導歯科医の指導の下、初診から治療終了まで総合
的な診療にあたります。また、今年度から協力型施
設Ⅱへの短期研修も可能となり、研修の幅が広がり
ました。
この他の短期研修として歯科矯正科、小児歯科、
摂食機能療法科、歯科放射線科などの診療科や島
しょ地区（伊豆諸島）での離島診療研修、保健所お
よび東京都心身障害者福祉センターでの研修が可能
ですので、非常に自由度が高いプログラムとなって
おります。
このように、学部教育で習得した歯科診療に関す
る知識、技能および態度を臨床の場に結びつけ、歯
科医師としての基本的診療力が身に着くよう、卒
前・卒後教育を結びつけるシームレスな教育を行っ
ています。当歯科病院での研修により、歯科医学お
よび歯科医療の果たすべき社会的役割を認識しつつ、
様々な症例に対応できるよう、総合的な判断力と知
識・技術を習得できる人材を育成して参ります。
� （教授　歯科保存学第Ⅱ講座）

日本大学にて1年間の臨床研修が終わりました。
私は専門診療科3ヵ月・協力型9ヵ月のコースを選
択しました。専門診療科では大学病院に紹介されて
くるような難症例の見学、専門の科同士の医療連携
による治療計画を聞くことができました。協力型で
は医療接遇や治療説明の仕方、実際に治療も経験さ
せてもらって熱心に指導していただきました。
最後になりますが、改めて思い出してみると、と
ても有意義な時間を過ごせました。先生方には感謝
致します。� （本学部卒業）

私は3か月協力型施設、9か月専門診療科で研修
を行いました。専門診療科ではその科でしか学ぶこ
とのできない治療を先生方のご指導のもと行わせて
頂きました。自分のやりたいことが定まっていませ
んでしたが、この1年を通して学びたい分野に出会
うことができました。
新しい環境での研修で不安な気持ちがありました
が、温かく迎えてくださり充実した1年間を過ごす
ことができました。研修で出会った先生や友人に感
謝し、研修期間に学ばせて頂いた貴重な経験を今後
の歯科医師人生に役立てたいと思います。
� （他大学卒業）

歯科医師臨床研修を終えて

臨床研修を終えて

泉田　拓郎

林　佳奈

研修歯科医の採用について

卒後教育担当　武市　収
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「学修・学生生活について考える」をテーマに、4
月15日、16日の両日、第１学年オリエンテーショ
ンが開催されました。初日はオンライン会議システ
ムを用い遠隔で、16日は本館121・122講義室に
て対面での実施となりました。「学部要覧」に記載さ
れた試験や成績評価に関する内容等、学務関連の情
報について、第１学年に配置された学務委員会委員
より丁寧な説明がなされました。また、上級学年の
学生が、様々な観点・立場から、学生生活を充実さ
せるためのアドバイスをくれました。

学生を取り巻く環境は各学年によって異なります。
そこで主に学業面を担当する学務委員会では学年毎
の状況を把握・対応するために、本年度より各学年
に専属となる「学年配置学務委員会委員」を配置し
ました。第１学年では渡辺委員と私がクラス担任を
兼任する形で担当しております。
授業が始まり、少しずつ新生活に慣れ始めた頃、

「学修・学生生活について考える」をテーマに掲げた
第１学年オリエンテーションが４月16日と17日の
２日間に渡り実施されました。
１日目は、第一弾として「学部要覧」に関する情
報提供をオンライン会議システムで行いました。「学
部要覧」はシラバス、単位、成績、進級といった内

容が記載されており、日本大学歯学部における学業・
学生生活の指針です。この内容を理解することは極
めて重要であり、渡辺委員の説明にも熱が入ってい
ました。アイスブレイクを兼ねた自己紹介の後、少
人数のグループに分かれ、「学部要覧」に関する課題
について学生同士で話し合ってもらい、さらに理解
を深めてもらいました。
２日目には対面にて１日目の課題の解説を行った
後、学務関連の情報提供の第二弾として、歯科医師
として自立するまでの過程に関する情報提供を行い
ました。令和６年度より公的化されるCBT・OSCE、
診療参加型臨床実習、歯科医師国家試験や卒業後の
歯科医師臨床研修などについて説明し、歯科医師に
なるまでの道のりをイメージしてもらいました。
大学における学業の仕組みやルールを理解するこ
とは効率よく学んでいくための第一歩です。「学習」
から「学修」へ転換し、「自主創造」の理念に即した
力を学生が習得し、充実した学生生活を送れるよう
祈念しております。
� （専任講師　医療人間科学分野）

今回の第1学年オリエンテーションでは、遠隔授
業についてだけでなく、学修面についても話しまし
た。初めに遠隔授業に関してですが、スケジュール
管理と友人関係の重要性が最も私から伝えたかった
ことです。1年生はテストや課題が多く特に不安だ
と思います。そこで、課題やテストの日程を把握し
計画的に勉強に臨み、共に高めあえる友人関係を築

くことが重要です。また、
学修面に関しては、知識の
統合の重要性について話し
ました。これは私が入学し
てから2年間を通じて、ま
た先輩や先生方に話を伺う
中で強く感じたことです。
高校生や1年生の時の知識
は学年が上がっても必要と
なるため、科目にとらわれ
ない勉強が必要になると思
います。
コロナ禍から、徐々にで
きることが増えてきた今、
私達の話が少しでも、これ
からの生活に役立てば幸い
です。� （第３学年）

上級学年からのアドバイス
1．学修面について

清水　一帆

本館121・122講堂での様子

第１学年オリエンテーション

学務関連情報提供
学年配置学務委員会委員・第１学年クラス担任

好士　亮介
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第１学年学生のために話をしてくれた上級生

私は、遠隔授業に臨むにあたりiPadの上手な使
い方や個人的にインストールを推奨するアプリにつ
いて話しました。およそ2年前、私が入学すると同
時に遠隔授業が始まりました。当時は経験したこと
のない授業形態に慣れず、とても苦労した記憶があ
ります。1年間にわたり試行錯誤を繰り返した結果、
2年時にはiPadやデジタルノートアプリを上手に使
いこなせるようになり、対面授業よりも遥かに効率
よく勉強できるようになりました。そのため、新入
生が抱いている精神面、学修面での不安やストレス
の軽減、トラブルなく円滑に授業を受講できるよう
にという強い思いでお話させてもらいました。遠隔
授業には対面授業にはない利点がたくさんあります。
私達の意見も参考にしていただき、自ら考えて困難
な状況を乗り越えてくれることを願っています。　
� （第３学年）

私たちは第２学年の代表として、一年次の後期か
ら半年をかけて取り組んできた「学習向上委員会」
の活動について発表しました。
昨年度、私たちの授業は実習を除き、ほぼ全てが
遠隔で行われました。一年間の遠隔授業の中で、一番
困ったことは学修面についてでした。直接先生に質問
をすることができない状況や遠隔授業という慣れな
いスタイルの中で、試験で結果を出さなければならな
いという日々に不安やストレスを感じていました。
そこで、夏休み以降に「学
習向上委員会」という組織
をクラス委員が中心となっ
て設立しました。この組織
は、学生の自主性を大切に
して活動することを前提に、
仲間同士で助け合って学修
し、学力向上を目指すこと
を目標に設立されました。
主な活動内容として、授業
のまとめ資料の作成と共有、
オンライン会議システム
「zoom」を用いた先生に直
接質問できる勉強会の開催
を行いました。
この組織を設立すること
は決して簡単ではありませ

んでした。学生の自主性を大切にすることの難しさ
や活動を理解してもらうことの厳しさなど様々な困
難がありました。しかし、最終的には、この活動を
新入生に対して発表することができる段階まで作り
上げることができました。『これからも諦めず頑張っ
ていこう』、『後輩となる新入生をこのような活動を
通して引っ張っていこう』といった強い気持ちで話
をすることができました。歯科医師国家試験に合格
することが最終目標ではなく、歯科医師となった後
のことも視野に入れて入学時から自ら様々なことを
考え、行動に移すことの大切さを今回の経験を通し
て再確認することができました。活動の更なる発展
を目指していきたいと思います。� （第２学年）

私は、年間を通して行われる行事やクラブ活動な
どの話を中心に学生生活を充実させるためのアドバ
イスをしました。おそらく新入生の多くは、歯学部
は勉強が忙しいというイメージを持って入学してき
たと思います。実際、学業は大変ですが、私は様々
な行事への参加やクラブ活動、他学部との交流に
よって大学生活をより良く、充実したものにできる
と考えています。
日本大学歯学部で行われる行事には、球技大会、
桜歯祭などがあります。新型コロナウイルスの影響で、
２年間の間、ほとんどの学生行事は開催されません
でしたが、先日３年ぶりに行われた球技大会はとて
も盛り上がりました。学年を超えた交流や同級生と
のつながりが深まる良い機会だと改めて感じました。

2．学習向上委員会について

今仲　晏智・江本　日向子・川崎　泰誠

３．学生生活面について
山岸　佳子

澤田　昌志
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新たな環境を作っていく世代になると思います。自
主創造の理念のもと、より良い大学生活を一緒に
作っていきましょう。� 　（第６学年）

初めての登校日から二週間ほどが経ち、第１学年
オリエンテーションが行われた。当日までに自己紹
介を考えてくるように言われ、少しばかり緊張して
臨んだオリエンテーション。与えられるたくさんの
情報に戸惑いながらも、自分がこれから歯学部生と
してどう過ごしていったら良いのか、どんな目的や
意識を持って学修に取り組んでいけば良いのか、そ
のようなことをじっくりと考えるための有意義な時
間となった。
自己紹介の際に顔を合わせた学友たちは年齢も出
身地も様々で、自分が新しい環境に置かれていると
いう実感が湧いた。また、学務関連情報の提供では
進級の要件や評価の方法などを詳しく把握し、生徒
ではなく学生として主体的に学ぶ姿勢を身につける
ことの大切さや、今までとは違う状況下で学修を行
うことの難しさと向き合うこととなった。オリエン
テーションで抱いた新鮮な緊張感を忘れず、歯科医
師になるという大きな目標を達成できるように学年
全体で協力し、努力していきたいと思う。
� 　（第１学年）

新生活が始まり2週間、効率的な勉強方法や生活
スタイルを模索している中、上級学年の先輩方から
多くのアドバイスをいただいた。私にとって印象的
だったのは、先輩が活用しているアプリの紹介と、1
年以上オンライン講義を受ける中で確立した自宅で
の過ごし方である。今までiPadを活用したことの
なかった私にとって、講義や課題、資料の管理、学
修をiPadで行うことに、とても不安があった。しか
しながら、紹介されたアプリは私の学修に大いに役
立つものであった。また、先輩の自宅での過ごし方
の工夫を、自身の生活に合わせながら組み込んだこ
とで、現在の規則正しい生活に繋がっているように
思う。
生徒ではなく学生として自ら学修を進めたり、行
動を起こしたりしていかなければならない環境に戸
惑っている時こそ、こうした先輩方のアドバイスを
真摯に受け入れ、まずは模倣し、そして自身に合っ
た形に変え実践していくことの重要性を学べた良い
機会だった。� 　（第１学年）

クラブの活動も今年度から再開しました。クラブ
活動では同学年の仲間だけではなく先輩・後輩の縦
のつながりができるのが大きな魅力だと思います。
クラブと学修との両立が不安だという学生もいると
思うのですが、私はむしろ生活にメリハリがつくと
考えています。先輩から勉強などのアドバイスをも
らえるので、クラブ活動があるからこそ勉強も頑張
れています。また、他学部学生との交流は、多様な
価値観や考えを学び、日本大学の規模の大きさを感
じることができる貴重な機会となります。
オリエンテーションでは、行事・クラブ活動・他
学部との交流を自分の体験談をふまえて紹介しまし
た。１年生のみなさんに興味を持ってもらえていた
ら嬉しいです。今後の学生生活が充実したものとな
るよう祈っています。� （第４学年）

私からは学生会会長という立場で「学生会につい
て」、「6年生として伝えたいこと」の2点について
話をしました。
学生会については、どのような委員会から成り立っ

ている組織なのか、また具体的に何をしているのかを
説明しました。数年前の写真も示しつつ、コロナ禍以
前の様子が少しでも伝わればと思いました。また、高
校と大学の違いとして、学生主体で行事や学校生活
を進めていくことを重点的に伝えようと心がけました。
私自身6年間学生会に所属しましたが、表に立って学
生会について話す機会があまりなかったため、学部と
学生の連携を図っている組織があるということを具体
的に話せて良かったと思っています。
6年生として伝えたいこととしては、入学してか
ら今まで経験してきたことの反省点や良かった点な
どを自分なりに話しました。大学生活の楽しさや、
乗り越えていかなければならない難しさを共有でき
ていたら嬉しいです。
第1学年オリエンテーションで話をする機会をも
らえると聞いた時、まずは1年生の皆さんに会って
みたいという気持ちが先に立ちました。どんな雰囲
気の学年なのか、緊張しながら教室に向かったのを
覚えています。全体的な印象として、話をよく聞く
真面目な学年だと思いました。終了後、質問や話を
しに来てくれたのがとても印象的でした。若くて、
積極的で、輝いていて、私も本当に元気が貰えました。
クラブ活動も3年ぶりに再開しました。以前とは
環境が一変しているかと思います。特に1年生の皆
さんは、素晴らしい伝統は守りつつ、時代に合った

５．�第1学年オリエンテーションに参加して
今井　日菜子

小石　凌輔

４．学生会について
前学生会会長　福﨑　愛
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本年は3年ぶりに、新入生
を対象とした勧誘イベントを
行うことができました。
例年の勧誘イベントでは10
日間程の期間を設けて、体験
練習や食事などに出かけて各
部の雰囲気を味わってもらっ
ていましたが、本年の勧誘イ

ベントは、新型コロナウイルスの感染対策を鑑み、
学校の講堂や実習室にて各部ごとに区切られたブー
スを設けて、新入生に好きなクラブを選んで来ても
らい、そこで説明会やお話するという形式で行いま
した。
今回、対面で勧誘イベントを行えたことは非常に
大きな意味があります。昨年はzoomにて説明会を
行うに留まりましたが、今回対面で勧誘イベントを
行えたことにより、GW以降の部活動再開へ向けた
大きな一歩となりました。
zoomでの説明会時に、下級生からはやはり対面
で行って、先輩や活動の雰囲気を味わいたいとの声
が届いていたので、今回それを実現でき、会長とし
てとても嬉しく思います。
現在、部活動が再開され、学校に活気が戻ってき
たように感じます。
これからも学生生活を部活動の面から盛り上げて
いけたらと思います。� （第５学年）

私は大学で新しいことを始めようと思っていまし
た。そこで、水泳部に入ることを決め、昨年の10
月に仮入部をしてから、活動が始まることを楽しみ
にしていました。そして、ようやく今年の５月から
部活動が再開されました。コロナ禍で対面授業が少
ない中、同級生や先輩、後輩と関われる機会ができ、
大変嬉しく思っています。水泳部の活動は、週1、
2回行われています。練習はレベル別に分かれてお
り、私は先輩が考えてくれた初心者のメニューに取
り組んでいます。大会に向け、一生懸命練習に励ん
でいきたいと思います。また、先輩には、勉強の相
談にものってもらっています。ノートを見せていた
だいたり、アドバイスをいただいたりしています。
このことは、私の大学生活の大切なサポートとなっ
ており、先輩に感謝をしています。
クラブに所属したことで、昨年よりも楽しい日々
となりました。これからも勉強と部活動を両立させ、
充実した大学生活を送っていきたいです。
� （第2学年）

クラブ協議会会長　平田　隼輝

勧誘イベント

青木　知香

部活動がはじまって

勧誘の様子

左：クラブガイダンスで説明をする会長
右：各クラブのブースをまわる１年生
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本年度の球技大会は3年ぶり、コロナ禍の中での開
催となりましたが、大きなトラブルや怪我もなく無
事に終えることが出来ました。大会を終えて感じた
ことは、実行委員の仲間、教職員の方々と協力して
ひとつの行事を作り上げることの楽しさと、参加し
てくれた学生が楽しんでいる様子を見ることで得ら
れるやりがいでした。
感染対策のため競技数を減らさざるを得ない状況
でしたが、会場に足を運んでくれた全員が参加した
と感じられる内容を取り入れました。球技大会参加
者数の減少を食い止めると同時に、皆に楽しんでも
らうことが出来たと感じています。一方で、反省す
べき点は学生への指示が届いていなかったというこ
とです。来年はそのような反省点を含めて、全員が
参加したと思えるような球技大会を、次期委員長が
中心となり作り上げてくれればと思います。
最後に、開催するにあたり協力していただいた教
職員の方々、実行委員の学生の皆に御礼申し上げま
す。ありがとうございました。� （第5学年）

�

新型コロナウイルスの影響を受け、１，２年時は球
技大会が開催されず、3年生になって初めての参加と
なった。球技大会には新入生歓迎の意味も含まれて
おり、今回は１年生から３年生を歓迎する少し特殊
な大会となった。コロナウイルス感染症拡大防止の
ための制限はあったものの、第3学年からは男女共
に多くの人が参加し、終始良い雰囲気で球技大会を
楽しむことが出来た。他の学年の学生も、団結して、
声を掛け合いながら競技に参加していた。友達の普
段の大学生活では見れない一面を見ることができた
り、今まであまり関わったことのない人と話す機会
があったり、新鮮な雰囲気を感じることができた。
我々３年生は、コロナウイルスの影響でまだ経験出
来ていないことも多々あるが、後輩がいる立場であ
る。その自覚を持って、今後の大学生活を送ってい
きたい。球技大会は学業とは直接関係のないことか
もしれないが、あの良い雰囲気を学年全体で保ちな
がら、学業に励みたい。� （第３学年）

球技大会に参加して

佐藤　太

球技大会を終えて

球技大会実行委員長　井上　和貴

井上実行委員長、保津・山岸両副委員長
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前回の第51回全日本歯科学生
総合体育大会は総合2位という結
果で非常に惜しい結果となりまし
た。
今年は新型コロナウイルスの影

響でクラブとしての練習が例年と
比べると少ないと思われますが、短い時間で多くを吸
収し本大会で出せる限りの力を出せる様願ってます。1
年から3年生の皆さんは入学して以来初の大きな大会
だと思いますが気負わずに楽しんで次の年の大会で自
分が先輩となった際に後輩に素晴らしさを伝えられる様
に多くを見てきて下さい。一年に一度の大会であり5
年生は最後の大会なので悔いの残らない様全力を出し
切って下さい。新型コロナウイルスの影響で中止となっ
た2年間の分まで楽しんで下さい。勝ちにこだわるのも
とても大切だと思いますが、楽しんでプレイすれば自ず
と良い結果はついてくると思っています。本大会に出場
される皆さんを評議委員として可能な限りサポートした
いと思ってます。よろしくお願いします。� （第4学年）

本年度、学生会会長を務める
ことになりました学部５年の丸
山佳人です。このような時代だ
からこそ、皆様の力をお借りし
ながら、日々精進して参りたい
と思っております。
学生会の主な活動には『しゃ
べり場』があります。『しゃべり

場』では、学生が教員や職員と共に、決められたテー
マについて話し合います。それ以外にも、学生会
は各学年のクラス委員と普段から連絡を取り合い、
様々な意見の取りまとめを行なっております。
また、今年度から、各学年で自主的な学生による学
修組織を立ち上げ、上級生が下級生に勉強のアドバイ
スを行うような勉強会もできつつあります。これを機に、
学生同士が交流を深めつつ、より学びの深い学生生活
を送れるのではないかと思っております。今後も活動
の幅を広げていきたいと考えております。短い間では
ありますが、よろしくお願いいたします。�（第5学年）

第54回 
全日本歯科学生総合体育大会

歯学体正評議委員　高泉　淳大

新型コロナウイルスの影響もあ
り、中止となっていた桜歯祭が3
年ぶりに開催されることになりまし
た。桜歯祭の企画の１つとして「い
ちにち歯医者さん」を行います。
「いちにち歯医者さん」では、

歯科の治療で普段使われている材料でストラップを作
るコーナーや、普段なら中々体験することができな
い歯医者さんが使用する材料や器具を使って型取りを
して、模型を作るまでを実際に体験することができる
コーナーなど、歯科をより一層身近に感じて頂けるよ
うな企画を用意しております。
新型コロナウイルスへの感染対策をしっかり行った
上で学生はもちろん、来場された方々全員が楽しんで
いただけるように実行委員一同準備を進めております。
歯科のことを知りたい方や、歯科に少しでも興味があ
る方、実際に体験してみたい方、近くを通りかかった方、
是非日本大学歯学部へお越しください。多くの皆様の
ご来場を心よりお待ちしております。� （第5学年）

今年度の桜歯祭は10月７日・8
日の2日間開催されます。桜歯祭
とは本学における年に一度の学部
祭です。3年前の桜歯祭の2日目
は、台風による影響のため中止と
なり完全な桜歯祭はできませんで
した。対面で行う桜歯祭は実に3

年ぶりです。コロナ禍の影響で学生生活も大きく変わ
り遠隔授業での学修が長く続き学生達は同学年や先
輩、後輩そして先生方との交流が思うようにできませ
んでした。この現状を踏まえて今年度の桜歯祭は、こ
の空白の3年を前向きに捉え新しい桜歯祭の歴史を私
たちで作り、歯学部本来の活気を取り戻し、生まれ変
わった気持ちで新たな桜歯祭の歴史を歩んでいきたい
と考えております。また今までの企画を現状に合った
企画に練り直し、新しい企画も立案し準備を進めており
ます。感染対策を万全にし、本学部生はもちろんのこ
と桜歯祭に足を運ばれた方々にも思い出に残る楽しい
桜歯祭にしていきたいと考えております。桜歯祭への
ご来場を心よりお待ち申し上げております。�（第4学年）

企画長　坂口　結菜

いちにち歯医者さん

桜歯祭にむけて

桜歯祭実行委員長　大友　侑

学生会から

学生会会長　丸山　佳人

※�桜歯祭・いちにち歯医者さんの報告は、217号に掲載予定
です。10 11
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私が夢中になっていることは
DNAを用いた研究であり、これ
まで身近な動物たちを対象とし
てきました。まず魚類のコイにつ
いて、免疫機構において病原体
の認識に関わるT細胞受容体の

多様性生成メカニズムを、ゲノムDNAを用いて明らか
にしてきました。コイは、染色体の総数が他魚種の2倍
多い特徴からT細胞受容体の候補となる遺伝子群も極
めて多数であるため、多様な病原体を認識できる魚種
と考えられました。また、伴侶動物のネコについて、ネコ
白血球抗原（ヒトではHLAとも呼ばれる）の解析法開発
に取り組んできました。HLA解析は、臓器移植前の組
織適合性検査や自己免疫疾患の診断のために、ヒト臨
床医療では当たり前に用いられていますが、これをネ
コの獣医療でも実現するために日々研究していました。
現在私が身を置く法医学の領域では、ヒトを対象

にしたDNA鑑定によって遺伝情報が調べられ、個人
の特定に応用されています。実際に、DNA鑑定の結
果は、警察の捜査や裁判において証拠のひとつとされ
る場合や、大規模災害等において身元不明のご遺体
を家族へ返還するために利用されています。興味深
いことに、ゲノムDNAは、遺伝情報が記されている
だけではなく、その人が置かれた環境が原因となる
化学的な修飾を受けることがあります。「修飾」とい
う言葉が表すようにDNA上に「目印」や「マーク」が
付加されるさまに例えられ、日常的な喫煙や慢性疾
患によってゲノムDNAのある特定の場所が修飾され
ることが知られています。私は、ゲノムDNAの化学
修飾からその人がどのような生活をしていたかを特
定することが、法医鑑定への応用につながると考え
てDNA研究に励んでいます。�（助教　法医学講座）

私は2021年10月に北海道
大学大学院歯学研究院/大学院
歯学院�口腔機能学分野�小児・
障害者歯学講座(以前はシンプ
ルな名称だったのですが、少し
ずつ長くなり気づけばこんなに

複雑な名称になっていました。結局、一度も正確に
言うことが出来ないまま退職して来ました)�から本
学に移ってきました。臨床では小児と障害者の歯科
治療を、研究では幹細胞研究を行なって来ました。
私が幹細胞の研究に興味を持ったのは、“SHED:�

stem�cells� from�human�exfoliated�deciduous�
teeth.�Proc�Natl�Acad�Sci�U�S�A.�2003.”�乳歯
の歯髄に幹細胞が存在することを報告したこの論文
でした。ちょっと話は逸れますが、幹細胞にはその
由来や未分化状態によって大きく3つに分類されま
す。それぞれ、胚性幹細胞（ES細胞）、体性幹細胞、
iPS細胞に代表される人工多能性幹細胞となります。
以前から、骨髄中には、体性幹細胞として造血幹細
胞が存在することは知られていましたが、その当時
はまだ造血幹細胞以外の体性幹細胞の存在を疑問
視する意見もあり、ましてや乳歯の歯髄組織に幹細
胞が存在するとは誰も想像していませんでした（ち
なみに山中教授のiPS細胞の発表は2006年となり
ます）。せっかく小児歯科に関わっているのだから、
このような研究を行いたいと考える様になりました。
その後、多くの幸運が重なって、2006年にこの論
文の著者であるShi教授のラボに留学することが出
来ました。Shi教授からは幹細胞研究以外にも、多
くのことを教わりました。教わったことのなかで自
分が一番大切にしているのは、「研究はその人の人
生観を表している」ということです。現在、帰国後
も継続して行なってきた乳歯歯髄幹細胞の研究を一
つの形としてまとめ挙げることを大きな目標として
います。� （准教授　小児歯科学講座）

「DNA研究に夢中！」実は近いところにあった 
幹細胞

岡野　雅春菊入　崇

いま夢中です、
この仕事！

いま夢中です、
この仕事！
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新事務局長紹介

５月22日付の人事異動で薬
学部から異動となり着任いた
しました。これまで芸術学部、
経済学部、本部学務部、三軒
茶屋キャンパス、薬学部で勤
務してまいりましたが、それ

ぞれの学部にカラーがあり、本大学の多様性を象徴
していると感じております。歯学部は前任地と同様
に、学生の国家試験合格を最低目標として、学生の
教育を行う学部と認識しており、これまでの経験を
活かして少しでも貢献できればと思っております。
歯学部では、本年４月に新校舎として本館の運用
が開始されたばかりということですが、大学本部か
ら「将来の校舎等建替えに備えた資金積立計画（50
年計画）」を策定するよう依頼がありました。直近で
は建設から約37年が経過した３号館の建替えから
始まり、４号館、さらには竣工したばかりの新病院
を含む本館を将来建て替えるため、それまでの各種
修繕工事等を含む必要な資金計画を策定する必要が
あります。計画の策定に当たっては、教職員はもと
より、関係各位の御協力が欠かせません。今後とも
皆様の御協力並びに御支援をいただきたく、どうぞ
よろしくお願い申し上げます。
さて、文部科学省のデータによれば、令和４年

（2022年）に112万人だった18歳人口は、令和22
年度（2040年）には約88万人、大学進学率は一貫
して右肩上がりとしても57.4％で、大学進学予測者
数は51万人です。将来推計資料では2065年度の
18歳人口は69万人という数字です。
ところで、令和３年（2021年）の出生数（速報値）
は84.2万人ですので、18年後（2039年）はこの
数字以下となり、文部科学省の推計よりも少子化が
現実には数年も前倒しの状況で進んでおり、大学に
とっては相当厳しい時代が目前に迫ってきていると
いえそうです。�

就任に当たって

事務局長　筒井　仁

4月16日（土）、歯学部実験動物慰霊祭が両国の回
向院で執り行われました。新型コロナウイルス感染
防止のため、教職員及び学生の参列は中止とし、歯
学部長、研究担当及び動物実験委員会委員長のみ立
会い、本学部の教育や研究のために供された動物の
冥福を祈りました。

5月15日（日）から29日（日）の期間、動画配信
において、日本大学歯学会総会・学術大会が行わ
れました。学術大会での発表演題数は特別講演2題
と一般講演16題でした。特別講演では歯科矯正学
講座本吉満教授が「歯科矯正用アンカースクリュー
（OAS）の基礎と実践」を歯科放射線学講座新井嘉則
教授が「日本大学歯学部100年の歴史と歯科用コー
ンビームCTの開発」を発表されました。また、一
般講演ではこれまで研鑽した研究の成果を発表する
ことで、若手研究者にとって有意義な場となりまし
た。
総会は書面にて開催され、令和3年度決算・令
和4年度予算を含む全案件が承認されたほか、後日、
奨励賞授賞式が挙行され、小方彩乃（法医学講座）、
桐原祐喜（口腔外科学第Ⅰ講座）、尾辻盛（小児歯科
学講座）、廣瀬健佑（小児歯科学講座）、星まなみ（小
児歯科学講座）の大学院生5名が表彰されました。

第74回日本大学 
歯学会総会・学術大会

実験動物慰霊祭

奨励賞受賞者演題一覧
EDARADDを標的遺伝子とした歯由来DNAのメチル化率
による年齢推定法の検討
●小方彩乃，近藤真啓，堤貴通，網干博文

嗅脳溝と中大脳動脈を基点とした体部位局在地図
●桐原祐喜，小林真之，外木守雄，藤田智史，坐間学

新生児期外傷性ストレスによる顎顔面異常疼痛に対する�
性差の検討
●尾辻盛，林良憲，人見涼露，篠田雅路，白川哲夫

光遺伝学的手法による島皮質興奮性ニューロンの腕傍核外
側部ニューロンに対する投射様式
●廣瀬健佑，中谷有香，松村幸恵，白川哲夫，小林真之

MECP2遺伝子変異を有するヒト歯髄幹細胞の特性解析
●星まなみ，石山未紗，伊藤寿典，浅野正岳，白川哲夫
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日本大学では、インターネットに接続するために
利用していたNTT東日本のダークファイバー（NTT
東日本回線）のサービス終了のため、本部IT管理
課主導による全学的な事業として、代替回線移設
が各学部・付属高校で実施されることになりまし
た。これまで歯学部ネットワーク回線は、日本大学
病院の10Gbps回線に間借りしている状態で、日本
大学病院までは付属高校と同等の1Gbps回線で接
続して運用されており、16学部中で歯学部だけが
10Gbps回線ではありませんでした。このため、代
替回線移設の工事では本線を10Gbpsとし、さらに
1Gbpsバックアップ回線を追加した新たな回線を敷
設して、10Gbps回線が障害で不通となってもイン
ターネットへの接続が担保される設計としました。
代替回線移設では、ネットワークセキュリティの
要である新たなファイヤーウォールの設置を含めた
付帯工事が完了して、5月7日(土)からインターネッ
ト回線10Gbpsの本格運用を開始しました。また、
1Gbpsの回線をバックアップとした回線の冗長化
による運用も併せて開始しております。
これによりインターネットでの大容量で安定的な
通信が可能となり、その結果、�学生、教職員の接続
環境が飛躍的に改善されて、教育、研究、学部業務
の環境改善が図られ、歯学部ネットワークの新たな
時代を迎えることができました。

第2回進学相談会（7月10日）は、3年ぶりに来
校形式で実施いたしました。第3回も以下の通り実
施予定となっております（感染症の流行状況で変更
の可能性があります）。

歯学部進学相談会

●Webオープンキャンパス
歯学部ホームページで、模擬授業、校内見学動画を配信
中。また、入試に関する質問フォームを開設しています。
●詳細は歯学部ホームページをご確認ください。
【問合せ先】
歯学部　教務課
03-3219-8002　E-mail:�de.academic@nihon-u.ac.jp

　 内　容 定　員 開催日時

第3回 全体説明会、個別相談、�
校内見学��等 先着100名（予定） 8月20日（土）

歯学部インターネット回線の
10Gbps運用について

歯学部ネットワーク委員会

今春、歯科技工専門学校では、13名の新入生をむ
かえることができました。新年度を迎えるにあたり、
歯科技工専門学校の施設は、歯学部１号館から歯学
部３号館へ引っ越しいたしました。第１学年は321
講義室（旧第5講堂）、第２学年は322講義室（旧第6
講堂）、第３学年は331講義室（旧第７講堂）で講義
を受講し、全学年が第5
実習室を使用し歯科技工
実習を行っています。
新入生から第３学年ま

で新たな環境で専門分
野の勉強と実習に励んで
おります。学習以外では、５月に行われた球技大会で、
全学年混成チームを編成し、学年を超えた交流を深
めることができました。

令和4年度の歯科衛生専門学校は、本年度より校
長に就任された口腔内科学講座岡田明子教授、清水
康平教務主任、第２学年担任の満足愛専任教員、第
３学年担任の國井知余専任教員、鈴石雅子専任教員、
矢野杏佳専任教員、専門学校事務室の向井友美主事
の教職員スタッフで構成されスタートしました。令
和4年度の在校生は現在、第2学年32名、第3学年
28名の計60名となっています。第2学年は登院に
向け日々尽力し、第3学
年は病院実習にて充実
した日々をおくっていま
す。5月19日に行われ
た第46回令和4年度日
本大学歯学部球技大会
では、第3学年が総合優
勝の栄誉に輝きました。
コロナ禍による専門学校
生活ではありますが、教
職員一同、歯科衛生専
門学校生が毎日充実し
たキャンパスライフを過
ごせるように、全力でサ
ポートおよび応援をして
いきます。

歯科技工専門学校

歯科衛生専門学校
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学生支援室では、皆さんが充実した学生生活を過ご
せるように、様々な相談に応じています。どんなにさ
さいなことでも、気になることや困っていることがあ
れば、気軽にご相談ください。

電話相談【03-3219-8051（支援室直通）】
ご家族からのご相談も受け付けています。内容につ
いて秘密が漏れることは一切ありませんのでご安心
ください。支援室は3号館7階にあります。月曜日の
昼休みは、本学教員が、水・木・金曜日の10時～17
時と火曜日の11時～18時は、日本大学本部学生支援
センター所属の臨床心理士が相談を担当しています
（曜日ごとに担当するカウンセラーが異なります）。

場　所：�日本大学歯学部3号館
概　要
●個別相談：�本学専任教員が各種相談を承ります。
●校内見学：講義室、実習室等を見学します。
●体験実習：��技工操作の一部として金属の研磨体験が�

出来ます。（技工専門学校のみ）
※�新型コロナウイルス感染拡大の状況により変更の可能
性があります。

専門学校進学相談会

●令和4年度進学相談会日程
　 開催日 時　間 場　所
第3回 � 7月10日（日） 10：00～13：00

附属歯科技工専門学校
予約制

（当日参加も歓迎）
附属歯科衛生専門学校

完全予約制
予約電話

03-3219-8007

日本大学�
歯学部
本館内第4回 � 8月28日（日）

第5回
10月 8日（土）

駿技祭 � 翔衛祭
専門学校�
講堂

※�令和4年10月8日（土）については、個別相談と学校見学のみ実施

  学生支援室より

科学研究費助成事業交付決定者

☆基盤研究（Ｂ）
　小林　真之 　山本安希子 　鍔田　武志 　
☆挑戦的研究（萌芽） 　
　山本安希子 　小林　真之 　鍔田　武志 　
☆基盤研究（Ｃ） 　
　今村　佳樹 　飯沼　利光 　篠崎　貴弘 　好士　亮介
　山口　洋子 　坪井　美行 　大橋　一徳 　人見　涼露
　林　　良憲 　津田　啓方 　武市　　収 　高橋　富久
　浅野　正岳 　中山　渕利 　篠塚　啓二 　野間　　昇

入学者選抜等

学　事

歯学部行事予定

� 8月�20日（土）� 第3回進学相談会
10月�� 1日（土）� 大学院歯学研究科入学試験（第1期）
� � 4日（火）� 日本大学創立記念日
� � 7日（金）� 桜歯祭
� � 8日（土）� 桜歯祭・父母懇談会
� 22日（土）� 外国人留学生選抜、編入学・転部試験

令和4年度歯学部入学者選抜（実績）

一般選抜 試験日 志願者数 受験者数
N全学統一方式第1期 令和4年2月1日（火）247名 186名
N全学統一方式第2期 令和4年3月4日（金）127名 90名
A個別方式 令和4年2月3日（木）290名 250名
C共通テスト利用方式第1期 ― 117名 108名
C共通テスト利用方式第2期 ― 23名 22名

令和4年度大学院歯学研究科入学試験（実績）

　 　 試験日 志願者数 受験者数

第1期
一般

令和３年10月２日（土）
５名 ５名

社会人 0名 0名

第2期
一般

令和４年３月５日（土）
19名 19名

社会人 8名 8名

NewsPlusα
☆図書館開館時間
平日　9:00�～�21:00
土曜　9:00�～�18:00　※日・祝休館
夏期期間中も通常の開館時間です。
試験、イベント等により利用できない日時がありますので詳

しくはHPのカレンダーをご覧ください。
https://www.dent.nihon-u.ac.jp/library/

☆定期健康診断
5月13日（金）・14日（土）に本学部生、大学院生及び専門

学校生を対象として、コロナ感染症予防対策をとりながら内科
健診、胸部Ｘ線間接撮影、尿検査、身長・体重測定等実施され、
100％に近い受診率であった。
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＝研究助成金＝

� 20万円� もみじ歯科クリニック目白　歯科麻酔学講座へ�
� （院長　大坪　聖殿）� 4.28
� 50万円� サンメディカル株式会社　歯科保存学第Ⅰ講座へ�
� （代表取締役　中島　祥行殿）� 6.15
� 50万円� サンメディカル株式会社　歯科補綴学第Ⅲ講座へ�
� （代表取締役　中島　祥行殿）� 6.15
� 50万円� サンメディカル株式会社　歯科理工学講座へ�
� （代表取締役　中島　祥行殿）� 6.15

第2学年 田中　憲聖（乙） 第5学年 青木　真由（乙）
第3学年 澤田　昌志（乙） 第6学年 大沼　咲奈（甲）
第4学年 髙嶋　優也（乙） 　 　

学生生活

＝日本大学特待生＝

特待生と奨学生

＝佐藤奨学生＝

（歯学部）
第2学年 五十嵐ゆり 栗原　祐美 小竹　　愛

本平　一輝 森田　真理 横田　駿冴
第3学年 天野　真未 淺賀南々花 池澤　桃香
　 竹内　維吹 中島真紀紗 福永　　楓
第4学年 稲生　優介 内本　侑那 德永　陸斗
　 橋本　紋伽 一ツ子綾乃 福田　季央
第5学年 池上　聡一 工藤　　玲 酒井　皓子
　 早苗　優貴 清水ひかり 山本　明昇
第6学年 飯村宗一郎 小見山　奏 髙田　紋花

舘　　玲奈 松井　梨乃 横山　裕乙
（歯科技工専門学校）
第2学年 平井　志奈 � 　
第3学年 平山　綾乃 � 　
（歯科衛生専門学校）
第2学年 荒井美寿々 中山　　舞 　
第3学年 小池　真咲 岡本　彩里 　

〈第1種〉

（歯学部）
第6学年 新井　勇史 　飯村宗一郎

〈第２種〉

＝日本大学古田奨学生＝

（歯学研究科）
第4学年 廣兼　榮造

＝日本大学ロバート・Ｆ・ケネディ奨学生＝

（歯学研究科）
第4学年 小方　彩乃

（歯学研究科）
第4学年 高野　了己 中村　健志 星　まなみ
　 　 　 　

＝歯学部同窓会奨学生＝

　岡田　明子 　菊入　　崇 　堤　　博文 　川戸　貴行
　中野　善夫 　林　　　誠 　宮崎　真至 　田邉奈津子
　佐藤　秀一 　二宮　　禎 　米山　隆之 　小泉　寛恭
　李　　　淳 　小柳　裕子 　澁田　郁子 　白川　哲夫
　田村　宗明 　神尾　宜昌 　鈴木　秀則 　岡﨑　章悟
　岩田　幸一 　藤田　智史 　藤原　恭子 　Cueno�Marni
　高山　忠裕 　黒川　弘康 　高見澤俊樹 　鈴木　直人
　大原　絹代 　蓮池　　聡 　浦田健太郎 　小峰　　太
　新井　嘉則 　中嶋　　昭 　 　
☆若手研究 　
　渡辺　孝康 　間中総一郎 　浦田健太郎 　石山　未紗
　中谷　有香 　石井　　亮 　崔　　慶一 　尾崎　愛美
　平場　晴斗 　角田麻里子 　柴崎　　翔 　長尾　麻由
　本田　順一 　金子　啓介 　川崎　詩織 　山縣加夏子
☆研究活動スタート支援 　
　梶原　美絵 　岡野　雅春 　松村　幸恵 　坐間　　学

お知らせ

第215号　日本大学歯学部発行 
東京都千代田区神田駿河台1-8-13　TEL  03（3219）8001

歯学部本館では初めて、そして現地開催は３年ぶりとなる歯
学部進学相談会が7月10日に実施されました。真新しい本館
の講堂、実習室、図書館、ラウンジなど充実した学修環境は見
学者に好評でした。しかしそれ以上に対面での個別相談では入
試関連だけでなく、学校生活や卒業後の進路など多岐にわたる
質問に担当教員が丁寧に答え、歯学部の魅力を発信していまし
た。新しい教育施設を価値あるものにするには教職員の不断の
努力が不可欠です。7月1日に就任した新理事長のもと、新し
い日本大学、新しい歯学部を創りあげなくてはなりません。社
会情勢が不安定な中、ぶれることのない確かな力を身に着ける
ことができる母校、卒業してからも安心して立ち寄れる母港の
ような歯学部の新しい歴史が本館とともに始まりました。（N.S）

表紙の写真は佐藤紀子先生（健康科学分野）にご提供頂きました。

記編 集 後

寄付金の受け入れ
（6.15現在）
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